
平成 24 年度 上 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

催し広場１、小劇場１、練習室１、展示室１、会議室２、音楽室１、音楽スタジオ１、録音室１、美術工芸
室２、和室２

市民の文化及び教養の向上と福祉の増進を図るため。

所管課 市民参画部　男女共同参画・文化課

平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日（５年間）

73.8%

音楽関係室

財団法人　岐阜市公共ホール管理財団

岐阜市金町五丁目７番地２

66.9%

93.6%

練習室

展示室 48.3%

選定方法 公募

82.0%

67.1%

H22 下半期

107,332

95.9%

利用者数（単位：人）

H23 下半期 H23 上半期 H22 上半期

55.2%

95.9%96.5%

55.8%

97.8%

32.5% 53.9%

61.0% 72.9%

美術工芸室

和室

施設名

所在地

指定管理者名

指定期間

97.1% 84.3%

92.4% 91.9%

77.7% 81.3%

料金制 使用料

38.1%

66.3%

岐阜市文化会館（岐阜市文化センター）

75,587 101,048 71,380

H24 上半期

施設の設置目的

指定管理委託料（年額） ３１９，２１３，０００円（平成２４年度、岐阜市民会館と合算）

89.7% 95.9% 95.9%

73,125

会議室 96.0% 94.7%

施設概要

各室
稼働
状況
（％）

86.5%

100.0%

催し広場

小劇場 57.0% 67.3%

52.5% 56.9%

89.1%

58.9%

96.5% 89.5%

66.1%

様式３ 



●業務の履行確認

＜市民の劇場＞
①市民ジャズ・ビッグバンド「楽市ＪＡＺＺ楽団」事業
　・7月1日（土）　「全国ゆるキャラ大集合」演奏
　・8月5日（日）　「真夏の柳ぶらライブ」演奏
②親子のためのクラシックコンサート「音楽の絵本」
　・7月7日（土）　入場者数1,221人
③松竹大歌舞伎
　・7月24日（火）　入場者数1,629人（2回公演）
④子ども伝統文化体験教室・発表会＆能楽出前体験
講座
　・8月18日（土）・19日（日）　参加者数28人（定員25人）
⑤第34回ぎふアジア映画祭
　・9月1日（土）から開催中
⑥戯曲づくりワークショップ＆リーディング発表会
　・7月から月2回ペースで開催中
⑦市民スタッフ事業
　・4月から月2回ペースで会議開催中
⑧市民プロデュース公演応援プロジェクト＜公募＞
　・7月18日（水）　第１２回審査会実施
　・9月13日（木）　第１１回採択「白のレクイエム」公演
実施
　・9月25日（火）　第１１回採択「声宣会　ヘンゼルとグ
レーテル」公演実施
⑨ぎふ演劇ワークショップ
　・5月4日（金・祝）　高校生の部　参加者数548人
　・7月16日（月・祝）、26日(木）～28日（土）
　　　　　　　　　　　　中学生の部　参加者数470人
＜市民ふれあい事業＞
①渡辺美里×塩谷哲ファンタジアVol．１
　・9月2日（日）　入場者数750人

履　行　状　況

①適正に運営されている。
②施設は職員14人が配置されている。適宜研修を実
施しており、各業務を適切に遂行している。
③年間の広報計画に基づき、広報ぎふやフリーペー
パー、さらに有料広告等を活用し、積極的な広報活動
を実施している。
④指定管理者が定めた受付マニュアルに基づき、適切
に対応している。また、接遇研修及びクレーム対応研
修を職員が受講し、対応能力を高めている。

確　認　事　項

利用者
サービス

①供用日・供用時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応

自主事業・
提案事業

下記自主事業の実施
＜市民の劇場＞
①市民ジャズ・ビッグバンド「楽市ＪＡＺＺ楽団」事業
②親子のためのクラシックコンサート「音楽の絵本」
③松竹大歌舞伎
④子ども伝統文化体験教室・発表会＆能楽出前体験講座
⑤第34回ぎふアジア映画祭
⑥戯曲づくりワークショップ＆リーディング発表会
⑦市民スタッフ事業
⑧市民プロデュース公演応援プロジェクト＜公募＞
⑨ぎふ演劇ワークショップ
＜市民ふれあい事業＞
①渡辺美里×塩谷哲ファンタジアVol．１

施設管理

①清掃業務
②守衛業務
③受付業務
④建築物環境衛生管理業務
⑤エレベーター設備保守点検
⑥各種点検業務

区　分

毎日の日報及び実地調査にて履行状況を確認
①清掃業務
　・日常清掃（開館前清掃、施設使用後の清掃）につい
て計画通り実施
　・定期清掃（ワックスがけ、ガラス清掃、絨毯清掃）に
ついて計画通り実施
②守衛業務
　・定期巡回（午前0時、午前6時、午後7時）、鍵・扉の
開施錠業務、照明の点消灯業務、駐車場の管理業務
について計画通り実施
③受付業務
　・毎日午前8時～午後8時までの受付、案内、接遇、
電話対応、簡易な事務補助、OA機器操作補助、催し
物掲示板整理業務について計画通り実施
④建築物環境衛生管理業務
　・貯水槽の清掃、水質検査業務、汚水槽・排水槽の
点検清掃業務、病害虫等調査・防除業務について計画
通り実施
⑤エレベーター設備保守点検
　・年1回の法定点検を６月に実施。
⑥各種点検業務
　・実施計画に基づき、順次実施



●利用者評価

①岐阜市個人情報保護条例及び同施行規則並びに財
団規程に基づき、適正に管理運営を行っている。
②独自の危機管理マニュアルを定め、地震、火災や風
水害、事故・事件等について、全ての職員が適切に対
応できる体制を整え、来館者の安全を守る意識を高め
ている。
③当施設の条例及び施行規則や関係法令を遵守し、
適正に運営されている。

危機管理・
法令遵守

下記の観点からの修繕実施状況
・迅速な修繕の実施
・指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

利用者アンケートの
実施状況

・7月9日～8月12日までの施設利用者（団体）138団体に「ご利用者カード」への記入を呼び掛け、93団
体からの回答を得た。アンケート質問項目は、「使用会場」「職員の応対」「敏速な対応」「的確な対応」
「館内清掃」「備品満足度」「今後も利用したいか」「当施設を以前から知っていたか」「他施設の候補を
考えたか」。
・常時「ご意見箱」とその記入用紙を館内（受付カウンター）に設置。
・「ご意見受付シート」により、来館者、利用者の意見・要望を把握するよう努めている。

利用者アンケートの
実施結果

○ご利用者カード集計結果
　回収総数　93枚（回収率67.3％）
　「使用会場」　催し広場　5.4％、小劇場　10.8%、練習室　4.3%、展示室　4.3%、会議室23.7%、音楽室
11.8%、音楽スタジオ　11.8%　録音室　1.1% 　第一美工　6.5%  第二美工　8.6%　和室（舞台付）　2.2%  和
室（茶室付）　9.7%
　「職員の応対」　非常に良い　45.2%、良い　43%、普通　9.7%、悪い　0%、非常に悪い　0%
　「敏速な対応」　非常に良い　41.9%、良い　44.1%、普通　11.8%、悪い　0%、非常に悪い　0%
　「的確な対応」　非常に良い　43%、良い　47.3%、普通　7.5%、悪い　0%、非常に悪い　0%
　「館内清掃」　　非常に良い　41.9%、良い　44.1%、普通　11.8%、悪い　0%、非常に悪い　0%
　「備品満足度」　非常に良い　33.3%、良い　32.3%、普通　24.7%、悪い　3.2%、非常に悪い　0%
　「今後も利用したいか」　思う　90.3%、どちらとも思わない　4.3%、思わない　0%
　「当施設を以前から知っていたか」　はい　92.5%、いいえ　4.3%
　「他施設の候補を考えたか」　考えなかった　53.8%、考えた　14%（他施設…ハートフルスクエアーＧ、
市民会館、ワークプラザ岐阜、ドリームシアター、コミュニティセンター）
（主な意見）
・いつもきれいな館内でとても心地よく使用させて頂いております。また、皆さん、挨拶をして頂けるので
とてもうれしくなります。
・一般の駐車場の使用料金が高いので、文化センターの施設を利用した際には割引になるとか工夫を
してもらいたい。

経年劣化等による故障を受け、速やかに修繕を実施し
た。
　・催し広場の調光器・クーラーの修繕
　・音楽室・音楽スタジオエアコン修繕等
自主点検等による、先を見越した修繕及び、利用者の
利便性に繋がる修繕を実施した。
　・ハロン消火設備用蓄電池の取替修繕
　・１階テナント内エアコン修繕
　・舞台付和室壁紙修繕等

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

利用者から寄せられた意見等に対しては、直接本人に回答するようにしている。窓口対応で利用者と職
員が顔の見える関係を築くことが重要と考えているため、アンケート等に記入されないようなご意見や
要望なども、コミュニケーションの中から把握し、「ご意見受付シート」を活用して文化センター全体で共
有するようにしている。
（主な意見と対応）
・前日の予約も可能にしてほしい。→申込時期については、条例に定められており、今すぐの対応は難
しいためお客様にご理解いただく。
・一般の駐車場の使用料金が高いので、文化センターの施設を利用した際には割引になるとか工夫を
してもらいたい。→岐阜市商店街振興組合連合会の協力のもと、土日祝日に関しては割引料金で駐車
できるご利用券を文化センター利用者にも配布している。

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

施設修繕



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価

委員会

A A A

A A A

A

A A A

A A A

A A A

A S S

A S S

A A A

A

評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

・岐阜市の芸術文化振興の拠点施設として、住民の平等
利用の確保をはじめ、岐阜市の施策に沿った運営を行っ
ているか。

・利用者へのアンケート調査を実施しているか
・また、その結果、利用者の要望、クレームに対し適切に
対応しているか

・市の情報公開制度に基づき公開されているか。
・指定管理者の発行する広報誌、チラシやホームページ
で広報されているか

情報公開、広報の方策

芸術文化事業を行っていく上での方
針と主な事業計画

・業務内容を常に見直し、業務改善に取り組めているか

区 分 選定基準

効果性

住民の平等
利用が確保
されること

区分評価

区分評価

利用者ニーズ、苦情などの把握方法
及び対応方策など

既存業務の改善、工夫又は新規の魅
力的な提案の有無、内容

利用者に対するサービス向上の方策
（窓口応対、プロモーション、設備等の
整備など）

文化会館の運営上の基本方針

市民協働を取り組んでいく上での方
針と主な事業計画

・岐阜市の施策に沿って、市民との協働に積極的に取り
組んでいるか

貸館業務・管理業務・舞台業務を行っ
ている上での方針と主な事業計画

・市民の芸術文化への参加・参画の促進、芸術文化の普
及・啓発、芸術文化を担う人材の育成、優れた芸術文化
の鑑賞機会の提供に積極的に取り組んでいるか

・岐阜市の芸術文化振興の拠点施設として、芸術文化に
関する相談、助言など付加価値のある貸館業務に取り組
むとともに、安全な管理業務、舞台業務の運営につとめ
ているか

事業計画書
の内容が、
対象施設の
効用（設置
目的）を最大
限発揮する
ものであるこ
と

・接遇等の職員研修が実施されているか
・定期的に設備の点検を行い、必要に応じて改善されて
いるか

公平性
透明性



指定
管理者

所管課
評価

委員会

A A A

A A A

A

S S S

A A A

A A A

A A A

A

A A A

S S S

S S S

A

事業計画書
に沿った管
理を安定し
て行う物的
能力、人的
能力を有し
ていること

効率的な管理運営を図るための体制
について

事業計画書
の内容が、
管理経費の
縮減が図ら
れるもので
あること

選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準

事業計画書
の内容が、
岐阜市ある
いは施設が
ある特定の
地域（以下
「地元」とい
う。）の振
興、活性化
などに貢献
できるもので
あること

・職員の人材育成に努め、効果的かつ適切な運営体制で
あるか
・文化センター及び市民会館をあわせた管理運営を効果
的に行っているか

効率性

管理経費の縮減について

・管理経費は効率的かつ適切に使用されているか
・省エネ管理マニュアルなどをもとに、光熱水費削減に努
めているか
・収支予算と実績とは大きくかい離していないか

評　　価
区 分

･各種機械設備の保守点検、危機管理体制の整備、ある
いは安全に十分に留意した管理運営を行っているか。

より良いサービス、活動を提供するために職員が勤務し
やすい職場環境ができているか

・事業を実施するために必要な資格や知識・経験を有す
る職員を配置しているか
・また業務に必要な研修を実施し、資質の向上に努めて
いるか

区分評価

施設管理業務を行っていく上での方
針と具体策

区分評価

その他地元への貢献に関すること
・利用者以外の市民の問い合わせ等に対応しているか。
また地域の芸術文化を通した地域振興に取り組んでいる
か。

区分評価

スタッフ（採用予定者も含む）の管理、
監督体制

リスクへの対応方策（利用者の安全
確保策、防止策、非常時のマニュア
ルなど）

・危機管理マニュアル・緊急連絡網等を整備し、緊急事態
に対応できる体制ができているか。
・また、個人情報保護等法令順守は適切に行われている
か。

その他指定管理者の提案によるもの

安定性
安全性

・定期的に施設周辺の清掃を実施しているか

・まちのにぎわいへの地域貢献しているか

地域の社会活動の参加及び地域へ
の貢献に関すること

必要な人材の配置と職能及び人材育
成の方針

貢献性



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)
１．貸し館業務
　ぎふ清流国体山岳競技リハーサル大会が5月下旬～6月中旬にかけて開催され、特に催し広場がボ
ルダリング会場として、28日間利用されたため、昨年度上半期に比べて、利用日数が32日、施設使用
料が約343万円の増額となった。
２．施設管理
　開館から28年が過ぎ、施設の経年劣化が進んでいる状況である。その中で、下記のような工夫をして
いる。
　①施設や設備を熟知している強みを生かし、ハロン消火設備用畜電池の取替修繕、催し広場の調光
器・クーラーの修繕及び音楽室・音楽スタジオエアコン修繕などの適切な保守修繕を実施した。
　②省エネマニュアルに基づき夏場の冷房温度の設定を管理し、冷房費の節減に努めた。また、デマン
ド計で管理することにより、電気使用量の適正な管理が可能となり、電気料金の節約に努めた。
　③年末年始に小劇場の舞台面の張替工事を予定している。施設の安全管理に必要な改修工事につ
いては、すぐに要望書を岐阜市に提出するなど、岐阜市と緊密な連携を取り、施設運営をしている。

３．市民の劇場・市民ふれあい事業による地域貢献
　①「楽市ＪＡＺＺ楽団」事業では、岐阜柳ケ瀬商店街振興組合連合会と連携し、柳ケ瀬での2度の出前
コンサートを実施し、「音楽の溢れる街・柳ケ瀬」づくりに貢献できた。
　②親子のためのクラシックコンサート「音楽の絵本」は、「乳幼児と一緒に本格的な音楽を聴きたい」
「小さい子供と一緒にホールに出かけたい」という市民ニーズに応えるものであった。ほぼ満員となる
1,200人の入場者を迎えて、1件の事故・怪我もなく事業を実施できた。
　③「子ども伝統文化体験教室」では、子どもたちと、地元和太鼓指導者を繋げる役割を果たし、子ども
たちが貴重な伝統文化に触れる機会をつくった。
　④「市民プロデュース公演応援プロジェクト」は、ホールと地元アーティストがお互いの得意分野で、う
まく協働する事業である。第12回公募では、4件の応募があり、3件が採択された。いずれもこのプロジェ
クトがあるからこそ生まれた公演で、地域文化の活性化に繋がっている。
　⑤「ぎふ演劇ワークショップ」では、中学生の部、高校生の部のワークショップが開催された。継続的に
開催することで、学生たちの照明や音響などの舞台技術の向上に繋がっている。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

１．貸し館業務
　催し広場のＰＲを検討してほしいとの意見に対応し、今年度は催し広場が国体のボルダリング競技会
場となったため、各種団体や利用者の見学に対応し、催し広場の新たな利用法を知っていただく機会と
した。また、国体に関する各種取材に協力し、各メディアで取り上げられたため、催し広場のＰＲに繋
がった。

２．施設管理
　施設の修繕や安全管理に関しても、前回で評価いただいたように、知識と経験に基づく、先を見越し
た対応を実施し、少しでも利用者の皆様に気持ち良く使っていただけるように取り組んでいる。

３．市民の劇場、市民ふれあい事業
　①鑑賞型事業、普及啓発・育成型事業、市民参画創造型事業をバランスよく計画し、「岐阜独自の文
化を育てる」という視点で市民会館・文化センターが一体となって実施している。
　②昨年度大盛況であった「ぎふジャズフェスティバル」を、更に地域に根付いたものにするため、楽市Ｊ
ＡＺＺ楽団による出前コンサートを積極的に実施している他、後期には「ジャズ講座」や「柳ぶらライブ」な
ども実施予定である。

今期の取組み
に対する評価



●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

適切な人員配置及び業務委託により、安全に十分に留意した管理運営が行われている。
また、地域の文化関係者の利用が多くを占める市民会館において、使用料では、ぎふ清流国体のリハーサル大会に関連し
て、催し広場が増加した影響で、昨年度の収入に対して大幅な増収となった。そして、引き続き円滑な会館運営が行われてい
ることは、指定管理者が、利用者本位の適切な対応に心がけ、利用者との信頼関係を築いていることや利用者が利用しやすく
設備等の改善を効率的に図っているところが大きい。
さらに、市民の劇場においては、鑑賞型事業、市民参画創造型事業及び普及・育成型事業が、両館のスタッフの意欲的な取り
組みにより効果的に実施されており、地域文化の拠点施設としての機能が発揮されている。
特に25歳以下の学生に半額で鑑賞できる「学チケ」制度を今年度から導入し、若い世代が舞台芸術の楽しさを体験できる仕組
みを始めたことにより、新しい顧客層を取り組む努力は評価できる。
また柳ヶ瀬商店街振興組合連合会と連携し、土日祝日の割引料金の駐車場ご利用券を配布している点も、地域の振興、中心
市街地の活性化などに貢献していると評価できる。

・事故等はなく、施設の安全な管理がなされていると考えられる
・指定管理者による独自の事業を通じて、地域振興やまちのにぎわいづくりにも貢献していると考えられる。
・近年増えている竜巻など異常気候への対応や、危険物・不審物への対応など、利用者の安全に配慮した危機管理の対応体
制について配慮されたい。
・学チケなど、施設の利用促進を図る取組みについて、より一層の周知に努められたい。

今後の取組み

１．貸し館業務
　①国体のリハーサル大会、本大会が実施された5月～6月と9月～10月においては、施設をなるべく多
くの方に利用していただけるように、日程調整を重ねたが、それでも国体開催日時と重なり利用してい
ただけなかったリピーターに対して、来年度に利用していただけるよう、フォローをしていく。
　②来年度に耐震工事のため、長期休館する市民会館の代替施設としてご利用いただけるように、市
民会館と協力して取り組んでいく。
　③下半期にも、事前に利用に結びつくであろう団体を精査し、施設ＰＲを兼ねた営業を行い、利用相談
会を開催していく。実際に施設を見学し、施設に精通した職員による説明を施して、利用促進に取り組
んでいく。

２．施設管理
　①省エネマニュアルに沿って、コスト削減の観点から、照明のＬＥＤ化を推進していく。
　②年末年始の小劇場舞台面張替工事に向けて、リピーターのフォローと来年度に向けての調整を行
う。

３．市民の劇場・市民ふれあい事業
　①「第34回ぎふアジア映画祭」は、11月下旬から12月上旬にかけて、アジアの7カ国12作品を上映し、
様々な体験型企画も実施する。市民スタッフとともに、広報や当日の運営に取り組んでいく。
　②「第5回ぎふジャズフェスティバル」の実施に向けて、プレイベントを企画し、盛り上げていく。
　③「楽市ＪＡＺＺ楽団」による、岐阜市内小学校2校への出前コンサートと、「能楽出前体験講座」を岐阜
市内小学校1校で実施し、地域貢献に取りくむ。
　④「戯曲づくりワークショップ」の講座を月2回ペースで実施し、2月の「優秀短編発表会」に向けて、選
出した戯曲を舞台作品に仕上げていく。
　⑤「市民スタッフ事業」では、岐阜ロケ映画の上映と、「うたごえ広場」の実施に向けて、市民スタッフと
ともに、プレ企画を実施し、本番へ向けて盛り上げていく。


